
線
事
い
平
塚
由
ま
ち
沼
、
ひ
と
り
の
留
民
が
誕
生
レ
、
は
母
〈
ま
れ
成
長
し
て
い
《

〈日露

人認知器s鉛2人
設 事警 58，霊31鐙害警
王53年10月 18混在〉

』且
J

揮
は
福
祉
都
市
が
望
ま
し
い

qcん
注
結
察
が
今
母
の
七
月
初
品
開
も
総
務
部
符
政
謀
が
す
す
め
た

昭
和
五
十
一
一
霊
喜
市
住
民
実
態
調
査
で
朗
ら
か
に
な
b
ま
し
た
。
富
田
調
査
は
、
平
怒
り
将
来

襲
警
P
U向
告
な
ど
を
設
主
げ
た
も
の
で
、

E
十
強
以
上
白
男
女
七
手
五
更
を
対
象
に
、
メ
ー

ル
方
式
交
行
い
ま
主
ん
o
E
C
2
D
E平
一
言
土
ハ
人
の
万
か
ら
回
答
か
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
体

的
に
は
「
平
塚
は
住
み
よ
い
ま
ち
だ
日
と
い
っ
た
績
果
が
出
寧
し
た
。
市
に
と
わ
J

手
レ
で
は
大
変
結
帯

な
結
築
と
い
茸
ま
す
が
、
品
な
た
が
感
じ
て
お
ら
れ
る
平
理
の
イ
メ
ー
ジ
と
ど
う
で
し
ょ
予
知
。
今
月

危
険
者
伴
い
ま
す
が
、
餌
向
を
つ
か
む
窓
昧
で
は
品
世
帯
に
な
る
と
思
い
ま
す
a

jii(説明;!556225215jjjjjjjij在
日清議/g;者;思議出品目iiizziZ22即日計七日
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ママ@
マ

::PH必点
災
世
苑
珂
些
ベ
l
スβμ
火
災
の
発
注
臨
図
は
、
相
変
わ
ら
ず
「
た
ば
こ
」
が
第
)
位
を
内
一
品
、
死
樽
者
で
は
、
老
人
と
字
供
の
増
加
が
回
読

3
2
ム

マ
ー
っ
て
い
る
。

ζ
白
よ
う
に
火
災
は
、
起
き
て
か
ら
告
夜
遅
い
@
と
の
掛
広
告
あ
な
た
自
…
歪
む
初
公
訴
制
主
再
点
検
し
て
い
た
だ
き
た
い
e
s
-
-
@
ム

ヲ曲

弘明

事

t

T

4

 
抑
来
年
四
対
か
ら
沼
地
震
夜
景
よ
主
一
応
援
の
挙
区
域
は
、
次
の
と
お

帽
子
学
校
」
と
、
金
吉
地
区
に
「
み
宇
内
は
小

b
。

副
学
校
〕
が
開
校
さ
れ
る
。
門
松
延
小
学
校
}
大
{
ヲ
緑
、
市
道
雨

絞
乙
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
白
児
章
旗
日
川
内
組
以
北
白
大
字
徳
廷
と
大
(
芝
筏

駒
田
増
加
が
芦
写
、
既
設
の
旭
小
学
校
草
川
井
(
凶
ニ
O
番

j
E九
意

志
や
金
庄
小
昼
夜
が
大
規
穣
授
と
な
り
d

、

ま

Jq
河
内
川
左
躍
り
大
字
白
川
内
と
東

げ
還
の
必
至
高
る
た
め
に
新
設
す
海
事
幹
綜
覇
お
よ
び
yd
照
準

ば

る

も

の

。

の

大

宇

根

坂

間

(

八

O
一
番
地
5
八一

急

時

授

と

E
鉄
筋
コ
ン
ク
5
1ト
四
階

O
番
地
F
八
一
一
一
番
地
)

建
て
で
、
市
京
小
学
校
と
し
て
は
、
一
一
門
み
ず
ほ
小
学
校
区
〕
大
字
翼
活
と

十
五
、
二
十
六
番
目
白
誕
牛
↓
王
な
る
。
大
字
北
金
目
、
大
字
宵
金
自
の
う
ち
一

松
延
小
学
授
と
み
ず
ほ
小
学
校
に
か
番
地

Lu九
三
番
地
と
也
、
話
番
地
。

色

危険です立?議22222L225h

で
と
連
絡
を
b

マ
場
所
平
塚
市
開
八
隅
3
1
1

閉
山
消
防
分
団
第
9
分
間

群
し
い
と
と
は
、
消
民
古
部
庶
務

課
〈
穏
謡
お
一
一
一
一
内
融
一
一
一

八
七
V

ま
で
。

要翼民翻霊賓室霊/薄君事有機lKfJ主主センヨ管(22)
く〉法樺才呂談 毎月第2 第 3金曜日 l~時~1官時〈受付器時半、
瞳話でも可〉

やその植の相談 毎月教育相談、交i軍事故棺謀、内職問談苦行
っています.

<>泉市合間沼談 11月24臼 13時~18時思議駅北口交番前

E法揮相談、交還事故結談、県政、市政一般相談なと〉

守護役会童露F号機言葉家督(33)おお

品震ときと相談唱毎趨月踊沼く童書5を除<)13時~15時
母子梧諜，平田、宮時-15時3{)分 φ 常設
雪量露間霊童相説場平旬、 9時-16碍

宮持3品分-12時

iiiiii雲際-.r"
2E主主義重警 察
季言董妻。毛喜衣 みも j

十警44害時認否問 j
議官主2語読書三重芳 桜)
備貯平ム笠省担 じ ヅ持占有 ぺ繍W。必 絞手モボ 殴雰号 pj

i;lii担!日誌し一一一必一議f(:iiiiiii1
fiziZAg訴訟段 j議議畿饗欝鰭麟襲撃奪還義関誌iiziifi
p翌日間的土器;議題議離 議議議事?を品目持富山崎中は築 j欝議議議議議繁山JHJ二
宮昨日七戸鰻;議鱗鱗誌ぞ mzpt 
!?iZ2i出品)鶴騒騒鱗総私ぷ;iiiiR1
1iifiii を ;麟麟欝騒鰹鶏欝;ii111ii
掃討片平年j苦言語;ZZ21fzizpz-J手持棋聖d
L議ド斗ワ 542;i i 揺るた一年酌かるも町一一3釘52からizfj;222341ij
三21523主 主2時;222ZZZ222長官224号22LZTK322史認i282ZAEミ皇室
警護号室戸5 F号室izz;こ訣諒言詑ま箆火計f詰吋E弓z詰詰毘み式zz古5号説3良2誌読2註話:託2も払、
§誌示E鰐長己品i 詰詰雪暴d皇E@M 刊…叩 一一一…四 日 j ZEfiI52 

jjf1jillyjill!日jjjJdJjillii
gif;hhd i;1i EftF25ifかド;2日5232器

貴h 持品襲2韓三許可ド2T3警護 γ芸主主話番金品 目白月23
玄平君議筆 j E待選?手短 議側 21322宗宗宗O.

1i!?iiド目撃i!il!jj
d:議;152?hす31;;552芝
日3弘、 i問戸宇著者議号示会 1、喜善観
点芳;iifiiii噛恒;ii!i
具異CAl宇?皐か出 雲

最高 ;受注品完 封言ifノt守}
言軒5語の石長妨塁5詰量量計軽量許富幸科Sg評霊E悶議許拾霊;霊含賠主ド♂z持雲季吟2芸碍皇宅N訟 伝は義
襲時?;す刊咋安ド宅s誌出S持出露詰喜 w 主付与iiii詩比恥i島』;F撃i; i弓詰t ?i詩出申?告慎?詰ii討詰i泣:5;民釦i詰i 
! ;:; ii量J!量2出出持間害i!告ι;全ι!七:i訂:詩 i;j詰i;i;;!慌言軒時1良i 
;ぷ 哲レ勺:長dZ需3訂5言♂宅包。令狩曹;史 足習たE将軍?同 書

ifiiiRji;;!?;i!?言語?iiiiii
E?完芦書 E号j襲主主主許認消ミ25読す宗左
京zZ露嘉 i 長宅説注E苧奈 量包貫生宅
岳 九市 Z 品陪市rZZ老孟宮前

C市民セアタ」察〉

子官主主縁談愛/i'官役所曹(23)

一般主主揮不自説・12月128(グく瞳尽〉・ 13時-16詩 人数に自民殴があ晶
.12月4日()司曜日) .13時-16時
'12月 4日〈月曜臼) -13時-16時

登記相談。 12月自白と金曜臼) .13時-16，時
宅地建移燭談 .11月28日〈火曜日) -13時-16時 人数に競馬毘がある
住宅相談・ llfl218王1<1寵8)‘13時-16時
暗部噂察〈特許〉相談合 12月4日〈月曜臼〉・1眠時-15時
下請取引巡宿高""せん・11月16臼〈木曜8) 匂 13時3D分-16時
定例年金相談・ 12月14臼〈木曜日) . 9時3日分~16時
消費生活相談毎密滋刀〈璃毘 '101時-1証待
青少母相識，平問、害時~lS時住常設〈青少年喜軍3
4争交通顎故掲綴母掴同醐R.

φ教育相談
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8更ゴ
書受章
思;重 5昔
、(i!i八

EE弓
ク ~コ一

年、ヲ
5ミg 、
iiii代鼠
総豆急

援

這

きν、
る

一議

oと き 12月 s (ニと〉午後Z時罪悪演
く〉ところ 市長センターホ…

⑨指揮 セノレジュポド

パイオリン 久探，m;幸子

・曲 EI ペノレロオ』エキ ローマの謝肉祭

ヨナンサーンス パイオYン協葬l
番

ピぜー カノレメジ経由から
ラベノレ ボレロ

×ス携帯望者は、金援はがきに住所、氏名、年齢、職

業を明記し、月初尽までに市民セン丘一正午254平塚
に申し込みを。

市主主セン男一 (32~2235コ

ば
な
れ
が
は
じ
ま
っ
た
と
か
、
間
勤
身
も
苦
う
で
す
が
、
現
実
に
商
業
活

車
時
代
に
対
応
す
る
旅
試
が
立
ち
添
動
に
従
事
し
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、

れ
て
い
る
と
か
、
核
時
鰐
と
な
る
大
と
戸
レ
た
批
判
に
強
い
ロ
は
ぱ
っ
を
感

理
由
が
中
心
部
に
な
い
と
か
い
っ
た
じ
て
お
ら
れ
る

ι危
い
ま
す
ロ

銑
判
w
h
去
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
も
と
b
と
平
垣
市
が
開
業
都
市
と

も
っ
と
突
っ
込
ん
庁
も
の
と
し
て
し
て
急
成
長
を
し
た
の
は
制
和
一
一
よ

都
市
問
題
会
議
や
全
良
市
長
会
の
し
、
一
喝
ん
ず
い
答
え
は
、
「
時
器
部
は
、
平
山
崎
商
業
白
特
色
で
あ
っ
た
時
時
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
で
し

役
員
会
な
ど
に
出
席
す
る
と
、
全
函
市
」
と
い
う
も
の
で
し
た
a

代
の
先
絞
り
精
神
が
宍
わ
れ
、
窮
状
た
。

ζ

の
時
代
有
史
主
抜
い
た
み
な

事
治
的
市
長
と
話
じ
ム
ロ
う
機
会
が
よ
耳
塚
市
が
臨
業
都
市
よ
γ
U
て
発
日
出
精

utmに
な
っ
て
」
芯
っ
た
と
い

5
さ
ん
め
一
大
部
分
は
露
骨
む
姪
F
で
あ

弘
持
制
報
車
製
uo

一
ず
る
幕
出
町
一
は
、
閉
山
耕
一
一
十
年
に
持
抱
き
び
L
い
も
の
よ
も
あ
り
ま
す
o

p

、
第
一
離
で
一
指
針
吉
れ
て
い
る
方

向
、
一
九
一
勧
¥
l
J
V
道
事
室
事
が
開
設
さ
れ
た
と

ζ
p
u
た
批
判
は
、
た
し
か
に
も
あ
れ
ば
、
後
継
々
の
指
導
、
育
成

同
に
お
ご
一
町
一
一

7
9

で
一
一
ブ
嘉
賦
ぷ
饗
離
職
ニ
議
電
T
L

打
訪
日
計
れ
れ
日
行
口

thF駐
留
3
1
3
3
i
s
i
j

若
く
て
羽
生
十
分
喜
壮
年
屠
に

“
さ
に
築
か
れ
た
と
い
い
う
が
定
説
と
問
題
の
一
溜
を
つ
い
た
も
白
で
あ
る
引
き
離
が
れ
て
い
い
ま
が
、
先
代
目白

〈
あ
D
ま

す

。

な

っ

て

い

ま

す

か

ら

、

ず

い

分

長

い

ζ

と
は
否
定
マ
き
ま
せ
ん
a

ま
花
平
進
取
の
精
神
は
限
々
と
し
て
民
き
て

さ
す
が
に
ど
乙
の
市
長
も
「
平
援
震
史
ぞ
持
っ
て
い
る
乙
と
に
な
り
ま
域
市
を
と
の
ま
く
周
辺
の
情
勢
が
大
い
る
は
ず
亡
す
。

市
」
の
名
市
は
知
っ
て
お
い
で
で
す
す
。
多
〈
の
市
長
が
平
域
市
9
4間
話
き
ミ
詮
化
し
つ
つ
詐
石
と
い
う
事
完

E

塚
市
の
閣
内
業
時
動
か
停
持
気
味

が
、
そ
れ
で
は
斗
塚
と
は
ど
ん
な
都
都
市
田
イ
メ
ー
ジ
し
℃
て
と
ら
え
て
も
ま
た
草
ナ
る
己
急
で
患
い
な
の
は
一
時
的
な
霊
に
す
ぎ
喜

市
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
答
え
い
る
む
も
可
然
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
と
感
い
ま
す
。
ん
。
次
の
大
き
な
飛
躍
に
構
え
で
の

は
か
な
り
マ
チ
マ
テ
で
す
。
し
か
し
、
醗
宅
平
援
市
の
一
商
業
し
か
し
、
乙
わ
り
わ
の
批
判
の
出
で
準
備
期
間
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て
い

日
ぷ
都
市
と
い
う
の
も
あ
れ
ば
工
品
機
説
が
い
ろ
い
ろ
な
方
密
か
ら
い
時
代
の
先
日
以
D
精
神
出
失
わ
れ
た
と
ま
す
。

業
部
市
と
い
う
符
え
も
あ

υ、
教
育
わ
れ
工
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
開
院
で
か
、
現
状
満
足
担
に
な
っ
て
し
ま
っ

熱
心
な
都
南
と
い
う
哩
b
U
1
5め
方
を
あ
っ
た
県
西
、
県
央
白
各
地
区
が
独
て
い
る
と
い
う
員
に
つ
い
て
は
大
、

幸
保
母
令

し
て
い
る
と
と
も
あ
D
ま
す
。
し
か
立
の
商
磁
を
つ
く
り
は
じ
め
、
平
援
に
異
論
の
あ
話
と
と
ろ
で
す
。
私
自

T33く



平
…
瞭
市
の
時
特
点
の
摂
」
伊
良
一
〈
市
誌
に
紹
介
沿
令
っ
と
、
「
第
十
九
回
平
塚
市
授
業
ま
つ
り
乙
均
十

一
月
ム
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
一
一
一
日
間
、
鳥
肘
官
叶
悼
育
館
と
そ
の
広
蝿
9
4土
金
日
掛
と
し
て
撮
り
広
げ

ら
れ
る
。
毎
年
人
気
白
島
幸
申
つ
け
雨
や
消
費
生
活
展
、
植
木
市
、
農
水
産
物
の
訪
問
な
y
盛
D
ナど

さ
ん
の
仔
事
が
予
定
さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
お
出
か
け
を
得
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
々
盛
ん
に
な
り
つ
つ

あ
る
み
乙
し
パ
レ
ー
ド
に
は
、
み
こ
し
と
も
は
や
し
二
十
五
台
が
参
加
し
、
運
業
ま
つ
b
を
…
局
峰
D

上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

紅
白
山
8
7
1ズ
れ
や
ス
プ
I
Y
ν
ー

ス
な
ど
、
プ
ロ
グ
吋
フ
ム
が
滋
む
に
つ

れ
て
お
年
寄
b
た
ち
の
か
け
る
足
も

心
な
し
魚
ぎ
な
っ
て
い
る
よ
ラ
に
見

え
V
G
。
構
引
き
さ
は
、
大
き
な
か
け

声
と
と
も
に
ヨ
イ
シ
豆
、
ヨ
イ
シ
認

と
力
い
っ
ぱ
い
。
七
十
貯
絡
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
亙
ま
あ
ー
で
こ
白
か
た
嬬

間
引
き
な
P
じ
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど

第
甘
毘
平
塚
市
場
人
ス
ポ
1
Y大
織
の
太
い
思
に
は
ピ
ッ
ク

pじ
ま
し

会
が
十
月
二
十
四
日
見
附
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設でも自治に利用できる摩麓毘はパス

ケ"パレ問、パドミントy、卓潔e

パドミジトジ、卓球の三ラケタト、シャトノレ、

ポーノレは各自持参てする。

く怒 (月〉午後 1時~害時

<)121雪怨溺〈丹〉 タ

っと:::"7によ "12月は摺2、第3
j弓瞳臼です。

※な:l<<、遣軍勢ぐっ (j二ばき〉と運動ので

意る綴霊安で重参加する乙と。

り_--_..
n 

0みつけ市底の夜車整潔やはんlまもの、キズものを
集めたみつけ市。今年はどんな摺白出しものが技iて<

るだろうか。庖は、家具から自用品雑集までなんでも
H 

<)農水獲物@花ぎ密室靭持品評会 臼むろ農家のみ 1I
なさんが生醸しておられるきっまいもや患いも、ねぎ

吉ゃべっ、柿等など約 500点tJl出品され、 17自に審査
したあと援示される。その他1e吉や鶏卵、水産加工に

でついても多数日ι昆される。
O工業経今年から盟会洩合告の協力をえて、問片手主主レ慾九
区の主議会単位に展示される。 何事長尺人胃弱桑

H 密閉 巾 L るま
く〉みんなの消養生活E菱商品の喪示についてデ}マ察官事:自内海存つ

行主山口の催'"T 

252主でごZ2fZT22525223i 量愛吉易撃 ~:; v~ 
企てる勤

Eう見学できるよう、フーセンの配布やマジガ狭覇、スのいも d
Fパ}ジ}プが走るおもちゃの展示、磁晶子ストなど繁之~ s2伝
演しい催しものがいっぱい。そ¢他、消費生活にづい選 、畿
での苦情や賢い物相談などの松談コ}ナ}や消費包悼密 会す
ロ}ナ}、訪災コ」ナ…などがそ予定苫れている堅一一三

Q

'暮らしのクイズ 肖費岳当官に関連したクイズで、回答~営上
者には粗品を議室。棄そす
寄手づ〈告のおもち有 e保曹関の先崎が、務物等在来u !望む;i;;
閉して苧づ<Dのおもちゃの翼演。ほ'0;G 
e商品テスト サおろしガ丸としょうゆさしの実績をj"'!i 1~ 去
る。あなたも一度試してみては守。 日系 辱

<)農水産物察発中史農協と中央農協腎友会カ穂援物 li4 5 
亡自主吾、大根、黒いも、みかん、柿、ほうれん草、人日夜 以国
書等の予定〉白踊語、平塚タ摂韮協同組合が水援物の躍季 語喜祭
売をする。また、殴芸協会ではシクラメンむ販売。l:業 力コ

晩魚の調理講習 水産物亮コ」ナ』の隣りで、ふだ

ん罪居室の台所で殺っているすパやサシマなど由、おい

しい魚のつ〈り方などを魚同協同級合が実演する。

C篠木市 宜主有から苗木、庭木までなんでもそろう棋
木市。全民から55軒払柏木需さんがぐる。また20自由
午後3時から植木のセ立市が開かれる。
@植木町セリ市 llFl20臼(Fl)午後3時から、植木
市にf告白している植木尽さんが持ちょb、全壊に訪れ

ているみなさんにセDで落としていただ〈。

<)緑の裕談繁冬事における撞木中花木の手入れな

ど、日むろ疑開を持っておられる方に専門家が答える

<)芸能大会 11月19日午後1時から市民セジ主」ホー
ノレで行われる。平塚lレク!)エ」ション民窮協会主僚に
よ払~踊や見詰君、詩鱒などが涙D広げられるα

<)不用品きで換皇自発会 問転車や衣料品などの高級品

から円用品韓貿にいたるまで、艶まった担制をR~フ官。

<)勤労感謝のつどい〈援業安彰式)月23自の
勤労絡調の汗にちなんで、静主主事喜係蒋の表彰式と各分

野にわたる功労者合表彰。
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犬も家族の一員です。愛情と

素任をもって飽いましzう
E童話L、;:l::のみなさんへ3

E罰怒したも出1、
iこ
放し錫いは恒人に大変迷謹'"また危険

2、犬!こはしつけが忠要
しつけがないと、犬に説律がなくな世

人にも地替をかける@

ふ運動は十分させる

運動不足になると、犬もノイロ}ぜにな

Dおちつきがなくなる、十分な連動を。
恥狂犬輯予間主主封は必ず受ける
平老衰楳機所(32-0130) 詐ず帯主主観(23叩
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関東学院高校生によるブラスパンド('言葉〉在先頭1<::、ミスセf、品いぐるみ、ミスイン
ターナシ弱ナル、ミミスヤングなどのオーブンカーや、田村{まやしの山車、民謡おど哲、、

学生鼓麓隊、みとしなど多野なパレー

草需主主ろうザ殺の生徒による演曹とステージチャ訂ング

マーチ。-"ーで会場i立華やいだ〈字詰技大古から〉

。毅議 ;藷簿作重量皇室
・賞 金日額 7∞F守
曇募集人員 10人
。期 間 12月11臼-12月初回
6 臨し込み 市販の履歴主宰古11月25臼
〈土コまでに、職員諜に提出をn

。コース(総延長く冊〉

第 1区市役所 。消防署神田出張所 8.8伽
欝 2区潟訪事神白比屯長rデr"豊田本郷 5.2師
第 3区豊田本郷白&付高田入口 6.3帥
欝 41Z 真閏入口…・・中沢構 ι5k線
第 5ぽ中沢括。，… ....111技中学校 5.2持

参子宮内-F，悪霊罰伝室主最大会 母島市内主義議室E霊草貫録競走大会

とさ誉 1汚 7日〈自〉雨天決行習時出発 と書 J寺 (Eヨコ雨天決行事時出器
く〉磐加費構 3か月前よD庖{佳し、住民登録
白ある高哲生以上のコヲ く〉響力員資格大会当日市内事業所・事務炭

く〉競技方法チーム編成は、各地喪主体育振興 に10.FJ1臼から引き続き勤務する人@

会単位とし、商チ」ムでもよい<:>競技方法 1回{可テ}ムでもよし為
監督1、選手5、補欠2、言t8人 主主督れ選手5、補欠2、計B人

⑧窃さみ いずれも務 f空襲〉家でに争奪事著書襲 (TE 一議毒患〉内

とき

集会主義夜 ①平塚署完1磐線バス停 喜草寺

⑦伊勢塁王室究潟!J 塁審寺分

毒事コース 平草葺同一伊勢原駅一塁重昭石田駅持
草寺神社宅痢j台団地高松山 A岨I器。ノj里子神

羽Jφ 揮古久瞬静勢原露R(歩行約3. 帥〉

密持委参するもの弁当、水筒、はきなれた靴、

喜志護軍費約おむF弓a 担当 樟膏課て飴:め
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上
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相刷附fη1間8

主憲玄の酷 ヌ京K上勉
小説坂口安否 棺諜久英

潜努輔餐朝 山岡些八

鈍潔 永井笹各子

キ!!ストの冨誕互生 遠藤劇1眉萄円伴戸
夜白香lJフ 古窓E井由E古吉
1武〈の肌 松本情張

浅白i川!川i暮色 五木蕗之

E疲童無6吃E擦約 瀧村誠一

遠い臼む静戦喝号争宰 E古吉村招

一絃¢琴 宮尾登護子

呪いの家 平密弓投

漉鳥の墓療 日下:誕3涯2二介介
孤独な夜のココア 出辺史子

炉庶ミ迂諒芝 田τ中わ〉光乞ご二二

!lIlilll/ンフィクション 1111!'1l

雑誌白つ<lJ方 小林博

記録術 坂井均

車厳経入向 精'*公照

誕しいひとり暮ちし 三宅荒子

玄白才能が育つ条作 法稲子

大津!日子 生方たつ之

古代幻壊の旅 樋口茂子

アメ!!-カ大設1部 グ荒谷要

=ライブ7-:;7の育てガ 井上富夫

立場のない立埠から 議佐ま置法

呂志認と日木人 罵遊太郎f出
武村三盟のは壊 吉Hi慎一
蝶の民倍学 今弁彰

点力三ラY力 毎日新島患者土婦

問!l lI! ll~ま 高差。主主 〉苦1I!11IJl問

共働き白すべて 君和田町一

走塁味の骨袈入門 桜江浩一

言廷の美しい木 船越亮二二

会さようなら 78ダンスのタペ
。乙よいひととき歌って踊って年忘止もf
弓 12J'l228(金)変6尽き30分~8時'30分ま
で。勤労青少年、一→投80入対象。

会ボランディアどユーローから

ピュ」ロ~の活動は広い分野で行われ、情

報収集や提供もしている。お一人でもグノレ}

ブでも包由に参加し、っとまうのつ〈とき活動

していただげればよL、。ぜひとき協力者。

女休舘日 住記圏月曜日と11月24臼 E金〉
a催しもDの申し込みは、電話または直接来

館むうえ、お気軽にど5ぞ。
E 膏eP年金銭電話 32-7029

)'{!き然襲霊祭会「双目星鏡の使い方J
• 12月初日 E日〉午前9時~午後3持
・金白m土手双眼鏡在使って、野鳥白観察
の続習をする。

e申し込み 12月3日までに往復はがきで。
場定員30人 申し込み多数の場合は千百せん句

会主震を気る会@えんぺいを見ょう

・月13尽て京〉午後6時~B時

@おヨしの一等星「アノレデパ三ラニjが月に

かくれるとζろを見る。

e申し込み 12月3日までに往復はがきで0

・定錆詩人 申し込み多数のときは指せん。

合オカザワ告を作ろう

体験学習シ1)-ズ恥2自
• 12月17日亡日〉午桜江O時~午後3時まで。
@正月に家の玄擬や神栂にかざるオカザ』を

作ってみる.

申し込み 月盟問まで往復はがきで0

・定員30人 Cただし、先着順〉
食博物鵡干横路町12-41

管室話 33-5111 

「チヤップlJ:;...'の黄金狂品イt3 1日時間12分

会こども線道話会

。12月(臼〉 問時時
[ちびっ子レミと名犬カ 1信子「渇21分

会童話本議議会〈刺殺古〉

民書館創立、次の聖書鎮で製乏逗湾習会亡耗1紫

ヌド〉をきま".
。沼時 12Ji6日伐の 碍~1腕子

。場所平塩市E罫書館3際会議室

oE薄 弱n 喜保安三民 正揖式会社告書事伊コ
。費用材事費4∞FS
。葬策人間 40名

。申し込み 11月 178 (金〉から殴書館へ
E篭認でも可コ
民討軒をそ用意するので霊参加を申し込まれた

フ7は必ずむ出席を命
官休輯臼

在会運月曜臼@毎月月来。祝日ぐ11月238)
)'{竜央競会
。12月17日 (8)まち持 碍

会レクワエーションワーダー研修会

仁膏年間体指導者研搭〉

会11月 15 日 ~11月29日士で￠毎i車上水理日午後
6時哨三ら9掠手。
・ふんわきづ<!Jのゲ}ムとレク1Jエ}ミノョ

ン指導誌など。

女11月198(EO 午前9時30分から4時;均分
ま官。サイク1)>'グとレクIJ::r.-乙ノョンe
e酋「ヂ年、青少ξ向普導員等レク]J.;:r;，-2.ノョジ

に務署心のある方50入。
日レクニ融資格一唱日単位取揮可鵠。

-12月 3臼仁臼コ午後1時-3時まで，

女子供とゲームのつどい

骨 12月 8 (臼コ午後1時-3時
ーまんが5本むかしぱなし特集/'(;]¥"大郎と
母意、強調由競ほか2:$:上映・連盟子で毅しむ
ゲームのいろいろコ

ー毅と子80，人が対象。

)'{>1<ランティア務長事会

ーf河かをしたい青年よf集まれf語れノ〈ボ
ランティアビューローをめぐってコ

ー青少年、一般初入を対象

月138伐<)午後6時続分~



く〉字詰書接幸重{こ必要なもの

<1l母子健康手帳ぐ転入した人はi臼住
所で使っていた母子健康芋暢〉

②問診禦〈乙の票は必ず家で芸己入し

ださい。〉

生後1Cか月から12か月までの赤ち
ゃん7引受ける健診です。受診できる

医濯機関が探られます。くわしいこ

とは保健所におたずねください。

ずさ

国法樹ちゃん
豊宿本郷1695の1 銀巴皇

室宮丹羽出を経営しておられる和問

久さん (29韓〉と真砂子さん (23
融〉白長男。主自主王8か月で、体主宣
11. 50Ì"、身長73~のジャンボ赤ち
ゃん。 53年 3月幻自主主まれ。
浩ちゃんはま査の出るもののおも

ちゃが大好きで、 1人で遊ぷおと
なしい子。，1，.1てにいわせると「務

ゆずlJQ;色白で、パパにそっく D
J。ママは frv対こ似ると沼のみ
になるので心配Jだモうだ。

1週間たってい
'"はレか、 BCG、種主主J、

泥マヒ生?クは、それぞれ1か月白
潟隔をおかないと受けられません。

立むその他、有熱愚者、けいれん性器

盤、，G占禁JJI1管系、腎臓または肝臓に疾
患があり医院にとめられている人a

予防接穐に関する問い合わせば、

なるべく午前中に市役所環境部保健

輔生課23-1111内組259・260へ〈直
接施設に街かれてもわかDません。〉

12月中に帯電1載になるお子さんを
対象に乳幼渇歯斜教室を潔きますe

日時 12月呂臼 13時3自分から
場所平塚保健所

なお、母子躍厳苧帳と筆記用具を

む持参ください。

<>対霊友妊綴 8t羽 E上の方
く〉臼時 11月初日、 12月18日午後1
時30分から4時まで、市役所で。
※母子俊長定手帳とスラックス持喜多旬

。申し込み市保短期生課

神田惇青鶴田村1466-2
金田保育関入野112-3
須賀保育期高摂台9-1
南原保育園南原 1--5-3
吉沢探育関上吉沢331
花水台保育開花水台1()--21
しらさぎ探宵闇東わ原2-14-2
夕陽ケ丘保育関タ揚!r丘1()--7
若草保育関横内2401
大神智z青[謡大神2臼66
平塚保肯磁宮の前4-13
榔町保育園早昼2135
耳耳石町 保育関 自耳お国J15-16
白百合保育園立野町31…24
あさひ保育関河内310
構内保育園横内3824
いずみ鋭育長罰万回476
金 5 保南関 ゴ七金自45少
八幡保曹関四之宮235
大臣丁楳育関根主質問737
担うかb楳宵関岡崎449-2
中原保育関中原2-3-41
高村保育潟高村209
窮士見保宵鴎平抵846-1
みどり保育所羽之宮372

〈来年4月に開設、定員12白人コ

市内係予著書喜一覧表

罪者1緩までの語、ちゃんを対象。栄

韓同生塙指導、倖重測定等の膏lll，こ
墨書するいろいろな筒績をお母さんと
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@ゲロパジボンベは、鎖などでiIil定ずる台
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「
み
ん
な
そ
忍
っ
ザ
ム
回
る
い
疋
月
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年

も
情
討
の
蔵
宋
た
す
け
あ
い
運
動
が
ロ
斉
に
親
hu広
一
げ
ら
れ
る
。

と
白
逮
識
は
、
諒
い
明
棋
で
お
な
じ
み
の
共
同
葬
金
滋
酷
臨
む
一
環
ー

と
し
て
、
ロ
月
に
限
っ
て
符
わ
れ
る
も
め
で
、
運
動
の
進
め
方
は
、
!

民
生
弔
辞
員
中
市
A

雲
署
員
ぞ
品
刷
、
ゅ
に
実
施
苦
れ
る
。

と
四
歳
未
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
平
塚
市
官
業
ま

っ
た
お
金
は
全
額
平
壇
市
で
使
え
る
乙
と
が
で
曹

る。み
ん
な
を
右
つ
ザ
ム
殴
る
い
お
正
月
が
恋
え
ら
れ
る
よ

う
、
み
な
き
ん
の
む
協
力
を
e



更
新
時
法
令
議
努
会

免
許
箆
由
更
新
時
に
必
要
な
「
吏

新
時
特
例
法
令
講
習
会
」
を
開
く
。

門門口稜同

マ
日
月
幻
臼
令
月
〉
山
凶
棋
中
学
校

マ
ロ
門
月

m
g
〈
火
〉
金
回
公
表

マ
ロ
月
1
日
〈
金
〉
豊
富
小
学
校

ヤ
ロ
同
月
4
5
〈
月
〉
神
田
小
学
校

マ
ロ
月
5
日
ハ
各
大
野
小
学
校

マ
ロ
月
6
日
(
水
)
中
原
小
学
校

マ
ぽ
月
7
日
(
木
)
市
民
セ
ン
タ
i

マ
ロ
阿
川
8
日
(
金
〉
富
士
見
小
苧
校

受
け
付
け
は
、
午
控
五
時
一
一
一
十
分

時
か
ら
牛
後
3
時
ま
で
@

?
と
ζ
ろ
松
原
公
開
円
相
糊

円
相
談
内
的
怠
①
し
つ
け
円
似
つ
い

て
白
悩
み
②
一

P
Eり
や
ζ

と
は
が

違
い
句
知
恕
お
〈
れ
や
苧
起
の
不

自
由
④
性
質
、
食
事
、
栄
華
な
ど

現
在
、
竜
城
ケ
丘
L
建
設
中
の
第

一
種
市
営
住
宅
の
算
議
を
果
万
一
行
D

と
と
に
な
っ
た
。

ζ

白
団
地
は
、
間
的
和
五
十
二
年
度

か
ら
撃
ふ
替
え
事
業
に
惹
干
し
て
局

担
、
京
径
は
二
年
思
に
な
っ
て
い

る
。
応
募
の
手
続
吉
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
十
二
月
号
で
お
知
ら
せ
す

る。
今
年
も
年
未
認
麓
白
時
期
と
な
っ

た
む
で
、
①
年
末
調
整
の
一
位
方
、
③

源
泉
徴
収
起
用
活
や
給
年
支
払
い
報
告
書

の
書
き
方
、
①
そ
む
抽
選
F請
書
の

提
出
に
関
す
る
説
部
会
者
次
白
日
程

に
よ
り
匂
う
。

マ
南
部
〈
寓
海
道
主
連
り
を
措
に
南

側
)
n
R
m
R
(火
)
お
時
鉛
分

1
日
同
時
初
分
ま
で
平
塚
農
業
A
M
M陥

マ
兆
部
(
国
道
一
一
一
為
等
組
そ
境
に

東
側
は
午
前
、
酋
開
聞
は
午
後
)
刊
以

丹
羽
尽
〈
京
)
午
前
の
部
・

9
時
鉛

分
i
n時
鉛
分
、
午
後
白
部
・
ロ
時

決刀
i
M時
泊
分
平
壇
農
薬
会
館

平
壕
市
善
意
銀
行
で
は
、
ボ
タ
ン

デ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
使

用
構
み
の
首
切
記
事
集
め
て
、
発
展

途
上
お
の
近
代
医
療
の
窓
ま
れ
な
い

国
々
の
た
め
に
、
古
口
切
手
品
名
諮
っ
て

平
塚
信
用
金
競
追
分
支
出
回
に
設
時
院
し

た
も
自
が
あ
坦
ま
す
。
(
約
三
百
封
離

れ
た
擦
問
〉
一
応
こ
の
エ
D
ア
に
入

る
わ
け
で
す
か
、
立
野
町
、
鼎
議
前
東

部
の
地
域
か
岳
一
回
聞
こ
え
な
い
」
と
の

と
意
覧
を
い
た
だ
引
た
ζ

と
も
あ
D

手
レ
て
、
見
附
台
部
育
館
に
設
時
臨
む

で

あ

る

設

儀

委

民

主

い

き

さ

で

い

ま

す

が

、

あ

ま

り

霊

長

ひ

ゅ

う

を

し

て

い

ま

す

。

し

た

が

つ

が
あ
P
ま
す
。
〈
猪
撲
さ
ん
宅
か
ら
一
ハ
ど
い
占
つ
で
し
た
ら
、
な
お
検
討
じ
て
、
「
干
供
さ
ん
由
い
と
こ
す
円
か
わ

冨
語
れ
た
増
間
)
ζ

れ
と
、
市
庁
や
放
送
時
刻
に
よ
っ
て
、
相
当
の
ひ
て
み
た
い
患
い
ま
す
。
か
ら
な
い
一
と
い
っ
た
場
合
に
限
っ

舎
あ
ら
の
舷
声
援
鐙
四
一
子
炉
所
自
賛
ら
ま
日
あ
り
ま
す
が
宍
調
整
が
非
次
に
、
迷
字
の
放
送
の
停
で
す
。
て
、
結
田

耐
震
な
る
も
の
と
4
4
5
1
忘
れ
ま
す
。
常
に
む
ず
か
U
い
と
も
い
え
ま
す
。
同
」
意
克
白
一
韓
日
開
は
よ
〈
わ
か
D
ま
ず
い
ま
す
。

し
が
レ
な
が
ら
、
乙
の
晋
白
重
な
し
た
が
っ
て
、
音
蜜
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
、
}
方
で
は
{
そ
れ
ま
で
は
必
婆
い
で
す
。

初
段
、
季
節
に
よ
っ
て
ま
た
天
候
の
喜
な
E
技
術
的
な
面
支
調
警
な
い
」
と
い
う
己
責
も
あ
只
ち

七
万
一
千
八
百
蕊
十
五
円
、

松
五
十
円
、
森
岡
山
祉
問
市

大
久
保
義
孝
六
千
円
、
吉
醇
靖

}
千
肉
、
神
部
幸
蔵
五
千
円
、

心
開
民
街
イ
ベ
ジ
ト
部
会
之
江

村
木
玉
枝
一
一
一
千
円
、
白
衣
競
輪
吋

手
会
南
関
東
地
辛
抱
京
部
二
十
四
万

九
子
四
百
十
円
、
平
塚
欝
祭
署
一
一
一

万
二
平
七
吉
九
十
一
円
、
平
塚
青
年

会
議
所
一
万
一
主
ハ
百
十
七
向
、

一
小
況
誠
意
の
経
済
情
曹
白
た
め
、
高
橋
た
か
子
五
手
円
、
サ
ー
ク
ル

中
小
企
業
耐
震
対
策
緊
丹
己
融
資
取
担
額
間
繰
岸
)
千
百
十
一
円
、
神
間

扱
か
い
期
聞
が
、
昭
和
五
十
四
時
三
掃
入
金
一
万
円
、
高
取
高
校
た
き

月
三
十
一
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
び
会
二
万
三
千
百
六
十
八
一
円
、
馬

ζ

の
制
度
は
、
攻
D
引
ヌ
先
企
業
烏
AM伸
二
千
円
1

立
国
尚
一
一
千

等
の
倒
践
に
と
も
な
い
、
売
掛
金
の
丹
、

ηJブ
f
lム
グ
ル
ー
プ
か
た
っ

包
収
照
難
、
踏
と
減
少
等
に
よ
百
、
む
D

一
万
一
千
三
十
円
、
早
援
信

困
窮
し
「
し
い
る
中
小
企
業
者
の
数
時
用
金
庫
四
万
i

七
千
一
一
一
日
日
一
六
十
七
内

を
図
る
た
め
の
も
由
。
マ
老
人
福
祉
へ
・
皮
騒
擾
雄
王
手

①
融
資
対
象
者
は
、
倒
緩
企
業
白
手
丹
、
一
市
民
一
一
正
千
円

形
抱
掛
積
握
掛
布
を
持
っ
て
い
る
中
小
守
恵
ま
れ
な
い
方
〈
児
〉
千
平
塩

企

業

者

。
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一

②
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資
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融
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、
ジ
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ク
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融
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、
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中
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概
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一
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二

央
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犬
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で

日

f
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の
〈
う
∞
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目
M

M

叫
品
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山
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問
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県

増

担

当

j
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z

e

e

-
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の

臼

ポ

ヘ

慰

お

お

刊

山

口

口

お

日

抗

日

時

お

hv
品。みな
さ
ん
の
由
誠
一
底
や
金
社
等
で
宮

町
出
子
が
あ
っ
た
ら
む
協
力
者
。

古
切
手
は
、
切
手
の
上
ヤ
左
右
五

ヨ
段
上
表
レ
で
あ
れ
ば
議
ゴ
な
大
き

さ
で
よ
い
。

マ
送
b
先
一
T
m
w
+
麗
市
道
分
1
泊

目
別
福
祉
会
館
内
評
議
市
普
癒
醍
行

〈
時
世
話
お
}
一
一
一
七
七
〉
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八
月
一
白
か
ら
園
田
重
度
障
害
者

福
祉
牢
当
の
支
給
月
鎮
が
前
ヌ
主
げ

ら
れ
た
。

ζ
の
引
き
ト
J

げ
は
、
支
給

対
難
者
等
の
福
祉
白
向
上
を
函
ろ
5

と
す
る
邑
的
立
ι
り
わ
れ
た
も
の
で
弓

値
上
が
b
分
に
つ
い
て
は
十
二
月
分

の
手
君
主
主
ま
れ
る
。

マ
支
給
額
(
月
績
)
六
千
二
百
五
十

円
〈
均
喜
一
五
言
内
)

×
手
腕
章
巴
必
要
は
な
い
が
、
宗
U

ぐ
は
市
街
社
謀
更
生
議
件
同
開
、

韓

-ロモチジマ太い織と紹い絡を

1;<ls:ずつ3主主主に織る

。』キジマ 太い績が次第に紛

〈なる0

・マシスク 太い縞20訟の次ほ

緩い縞が1本入る@

eセンスOJ'太い縞4本の次ほ

細い絡が1本入品@

セジスジ・マYスジは男物です

が、ζれらの縞柄は、今か"'6-70
年前までは援の主婦n~~の仕事占

して自分で織ったものです。 18

で 1反織れれば一人前といわれ、

自分で織つわ精やE寄っアd支物でv，
いのがあると、端切れをとってお

書、シマホYC締本〉にして見京
にとっておきました。

木綿の品<k)(']:写真のよ5にl，
Yムという紹い鉄棒に糸』こしなが
らまいていきますが、市内入野で

は木綿品のζ とをトタイトといっ

ています。 トタイト仁唐糸Jとh

fういい方は、 トロミ〈唐翼〉やカ
ラロス〈唐巴〉などと間様、新式

的と古υ、イカラなという窓味をも

ってお担、 ζれからも木綿iJtr.雪ぐ

からのものでないにとが初白ます

(33ーペ51ll)

ミゐ予
Q 、
一¥¥ 

一

凸

一
一

守、

一

一

‘守P 、

一

也

一

c 
~、一-、会、富山~由~16~ぃ~司
会〈

言 私たちの専らしの中には

5普から伝わb、続けられて
言いる行事やしきた白などが

Sた〈さんあDます。 ζ うい
S うものに自を向け生活の鹿
E史を考えてみましょうa
、守c q 、

一

守

一一

Q 

一

ミ号き、

一
一

ζa ミ
言 都自国男の著書に『木綿以前の

5事』とい5のがあ担ます。ぜひ-
5読者おすすめしたい本でずが、木
i線以前というと麻包コヲゾ・藤な
Sどの茂の動躍をさします。木綿が
5盛んに惇られるようになったのは
~ 18陵高百で、全E量的に普及したのは

~ 19t在来己、江戸時代静加島降のとと
お

主です。衣の麿史からいったら木綿

5は比較的新しいものといえますが、
S市内ではすでに、木綿以前のこと
おSはわからな〈なっておD、衣の墜
主史は木綿以後しかたどれません。
N 

S オ舗も今では、化学繊維の普及
Sとともに次第に用樹液られてき
喜ましたが、化学総維島市Jはモモヒ
父

員キ・トロジン・ 3私ジ!Jパジテンな

Sどの仕事選や家で着る普段着など、
E願広〈使われました。 トクジy.
文

言モモヒキは紺耕地、普段着はシマ

Eガラ C縞柄〉というのが普通で、
父

芸縞柄にはいろいろなものがあbま

iした。市内北金思では次のような
喜縞柄があったといいます@， 
~ ~メタラジマ紺幌地

主・ポクジマ 太〈間t:EI数の縞

富 @ヤ丘三子ジマ太い縞と紹い絡を

やたらと入れる@

何
か
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

い
と
思
い
ま
す
。

忠
良
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
、
い

る
い
ろ
な
人
と
の
か
か
わ
幻
の
中

で
乙
と
ば
を
か
け
た
b
、
か
け

ら
れ
た
D
し
ど
宵
っ
て
い
き
ま

す
@そ
の
中
で
、
子
供
が
}
番
身
近

に
感
ず
る
お
母
古
ん
の
世
訴
は
量

繋
で
す
。
そ
の
お
母
さ
ん
の
誤
ち

か
け
が
少
な
通
認
定
D
、
過
保
護

「
票
田
子
は
、
と
と
ば
が
お
そ
に
扱
い
、
子
供
由
緒
図
す
る
に

い
」
と
い
っ
た
悩
み
を
持
つ
お
母
と
苧
ず
べ
て
お
母
古
ん
が
先
取
h
u

吉
ん
が
、
研
究
所
に
よ
く
相
談
に
し
て
し
ま
う
よ
っ
な
場
合
も
、
子

来
ら
れ
ま
す
。

ζ
白
ト
令
つ
な
お
母
供
に
ζ
と
ば
の
必
要
性
在
感
む
古

さ
ん
方
は
、
ほ
と
7

ん
ど
の
場
合
、
せ
な
〈
な
b
、
ζ

と
ば
の
持
遣
が

近
疾
の
子
供
と
比
較
レ
て
遅
れ
遅
れ
た

puま
え
ま
F主
に
、

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
iu記
さ
れ
子
供
の
興
味
や
出
世
求
伝
部
椋
午
、

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
@
し
か
完
的
に
謡
し
か
HYι
只
ま
た

し
、
乙
と
ば
由
連
事
句
、
子
供
ぞ
は
、
子
供
の
話
し
か
け
に
対
し
、

れ
そ
れ
に
、
早
い
遅
い

h'

お
母
さ
ん
が
砕
か
」
傾
け

は
、
性
急
に
異
常
で
は
議
欝
ょ
う
と
い
え
っ
長
つ
な
館

な
い
か
と
神
経
質
に
な
一
向
凶
弾
度
に
欠
け
る
よ
う
な
揚

る
こ
と
は
熱
験
で
す
。
湾
バ
V
齢

r
L
合
、
子
県
は
、
お
母
さ

し
ゃ
レ
な
が
ら
、
問
ど
な

2

4

ん
と
認
す
誕
レ
卓
宗

年
齢
白
子
洪
と
比
べ
て
離
議
総
務
、
わ
え
ま
せ
ん
。

返
れ
が
呂
立
つ
と
い
5

4

匂

と

の

よ

ち

に

、

ζ
と

と
と
で
「
れ
ば
、
そ
れ
な
幻
自
鼠
ば
は
、
一
見
、
白
熱
に
宵
得
菩
れ

胞
が
戸
る
と
唱
え
ら
れ
ま
す
。
る
長
フ
に
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
決

ま
ず
、
原
由
と
し
て
、
聴
覚
や
し
て
そ
う
で
は
な
〈
、
子
供
が
、

発
声
器
官
の
聖
除
、
身
障
の
祭
壇

γ
謡
し
た
い
H

と
い
う
要
求
9
持

の
返
れ
、
知
能
の
遅
れ
な
ど
が
あ
っ
よ
ち
な
竣
撹
づ
く
り
と
脅
段
の

p
、
そ
れ
ら
が
考
え
ら
れ
な
い
時
浩
司
監
の
ζ
と
ば
か
け
が
、
革
本
的

子
供
を
と
り
ま
〈
環
境
に
に
噴
震
だ
と
い
え
ま
す
。

。施設使F話料

与結婚式場……'''2.0∞門
会披露接会議 50人以下 2.京抱月

80.人以下 "2，500F弓

家義センター芸事務潟 怨35
採休綾自 在記塵月韓日、祝祭おの翌臼

春の吉誌にまだ余絡があ9ます。お卒めに

お申し込みください。
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